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はじめに
１．異文化リスクとは
異異文文化化リリススククととはは「「進進出出国国とと自自国国ののccuullttuurreeのの違違いいがが企企業業行行動動にに及及ぼぼすすlloossssととcchhaanncceeのの不不確確実実性性」」

ここここでで注注意意ししななけけれればばいいけけなないいののははリリススククをを損損失失のの可可能能性性ととととももににチチャャンンススのの不不確確実実性性とと捉捉ええてていいるる点点

２２．．ソソフフトト・・ココンントトロローールルととはは

• ソソフフトト・・ココンントトロローールルととはは「「人人々々のの信信頼頼、、助助けけ合合いいやや、、情情報報共共有有、、リリススクク教教育育、、目目標標、、価価値値観観のの共共有有ななどどにに
よよりり利利害害関関係係者者ととののリリレレーーシショョンンシシッッププをを構構築築しし、、自自主主的的にに信信頼頼感感をを醸醸成成ししてていいくくななどどのの無無形形資資産産をを重重視視すす
るるアアププロローーチチにによよりり損損失失のの低低下下とと組組織織やや企企業業のの成成長長をを狙狙うう諸諸活活動動」」ををいいうう。。

• 一一方方、、ハハーードド・・ココンントトロローールルととはは「「シシスステテムム、、手手順順、、ママニニュュアアルル、、チチエエッッククリリスストトななどどのの有有形形でで強強制制的的ななアア
ププロローーチチをを重重視視すするるアアププロローーチチををいいうう」」

３３．．どどうういいうう方方法法・・考考ええ方方ででリリススククママネネジジメメンントトをを行行ううかか

ここののププララススととママイイナナススのの可可能能性性をを有有ししたた異異文文化化リリススククをを効効果果的的ににママネネジジメメンントトすするるたためめ、、CCrroossss--CCuullttuurraall
RRiisskk MMaannaaggeemmeenntt PPrroocceessss（（以以下下CCCCRRMMPPととすするる))をを次次ののよよううにに44つつのの段段階階でで捉捉ええてていいるる。。



Cross-Cultural Risk Management Process（CCRMP)

＜異（多）文化リスクのマネジメント・プロセスの概観＞
第１段階は他国に進出している企業（ここでは日本企業を想定しており自国企業と呼ぶ）が進出先の異

文化リスクをどの程度、理解しているかあるいは理解しようとしているかの土壌分析である。
第2段階は進出国の異文化リスクを何ととらえているかの理文化リスクの発見とそれへの自国企業側の

評価である。
第3段階は異文化リスクマネジメント手段の実行により異文化リスクに対応する段階である。
第4段階は異文化リスク情報の自国企業及び進出企業双方での共有である。他の表現をすれば異文化リ

スク・コミュニケーションである。この異文化リスク・コミュニケーションはこのCCRMPの各段階にお
いて必要なものである。



CCRMPの第1段階：自社の状況の分析

第第１１段段階階でではは主主にに次次のの44つつのの項項目目のの分分析析がが重重要要ででああるる。。
１１ 社社員員とと価価値値観観がが共共有有ででききるる企企業業理理念念のの有有無無
２２ 現現地地ロローーカカルル社社員員のの仕仕事事観観、、価価値値観観、、ニニーーズズ把把握握
３３ 現現地地とと本本社社間間ののココミミュュニニケケーーシショョンン密密度度
４４ オオーーププンンなな組組織織かか、、官官僚僚的的なな組組織織ににななっってていいなないいかか等等



CCRMP のの第第22段段階階、異異文文化化リリススククのの発発見見にに関関すするるププロロジジェェククトトのの調調査査結結果果

【上田プロジェクトの調査概要】

１１．．調調査査目目的的：：

•日日系系企企業業のの現現地地社社員員とと日日本本人人ススタタッッフフ・・経経営営者者間間ににおお
いいててはは文文化化的的背背景景がが異異ななるるがが故故にに誤誤解解ややトトララブブルルななどど
がが発発生生しし、、経経営営効効率率他他のの低低下下をを招招くくここととがが考考ええらられれまますす。。
そそれれををここここでではは異異文文化化リリススククとと捉捉ええてて、、日日本本人人ススタタッッフフやや
経経営営者者かからら見見たた異異文文化化リリススククのの状状況況ににつついいてて理理解解すするる
たためめ。。

２２．．調調査査時時期期：：

• 22002200年年1100月月77日日～～1100月月2299日日
３３．．調調査査方方法法

・・OOnnlliinneeとと郵郵送送にによよるるアアンンケケーートト

４４．．調調査査対対象象

• ベベトトナナムムのの日日系系企企業業約約２２００００社社をを対対象象にに調調査査しし、、
３３００社社かからら回回答答

５５．．調調査査主主体体

三三進進イインンタターーナナシショョナナルル社社のの協協力力をを得得てて商商学学研研究究所所
上上田田ププロロジジェェククトトがが実実施施

非常に多い, 8社

時々ある, 17社

あまり感じない, 5社

異文化リスクを感じたことがあるか



CCRMPの第第22段段階階、、異異文文化化リリススククのの評評価価にに関関すするる調調査査結結果果ととホホフフスステテーードド（（GGeeeerrtt  HHooffsstteeddee））のの国国民民
のの文文化化特特性性にに関関すするる66次次元元モモデデルルととのの比比較較分分析析

出出典典：：GGeeeerrtt HHooffsstteeddee,, GGeerrtt JJaann HHooffsstteeddee,, aanndd MMiicchhaaeell MMiinnkkoovv,,((22001100)),,CCuullttuurreess aanndd OOrrggaanniizzaattiioonnss——SSooffttwwaarree ooff tthhee MMiinndd,,33rrdd eedd..
・・ヘヘーールルトト・・ホホフフスステテーードド（（父父））、、ヘヘルルトト・・ヤヤンン・・ホホフフスステテーードド（（息息子子））、、ママイイケケルル・・ミミンンココフフ、、岩岩井井八八郎郎、、岩岩井井紀紀子子訳訳『『多多文文化化社社会会――違違いいをを学学びび未未来来へへのの道道をを探探るる』』有有
斐斐閣閣。。
・・宮宮森森千千嘉嘉子子、、宮宮林林隆隆吉吉（（22001199））『『経経営営戦戦略略ととししててのの異異文文化化適適応応力力』』日日本本能能率率協協会会ママネネジジメメンントトセセンンタターー
をを参参考考にに筆筆者者がが作作成成。。



日日本本ととベベトトナナムムのの
異異文文化化評評価価ママッッププ
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６６次次元元モモデデルルにによよるる文文化化特特性性ととププロロジジェェククトト調調査査結結果果にによよるる比比較較分分析析――日日本本ととベベトトナナムムのの比比較較（（そそのの１１））
＜＜66次次元元モモデデルルのの見見解解＞＞

①①権権力力格格差差

• ベベトトナナムム人人ののここのの面面ででののススココアアはは高高くく((7700))、、彼彼ららはは組組織織内内ででのの序序列列
をを受受けけ入入れれてておおりり、、ここのの面面ででのの改改善善のの必必要要性性はは感感じじてていいなないいとといいううここ
ととをを意意味味ししてていいるる。。中中央央集集権権はは普普通通ででああるる。。部部下下はは上上司司かかららのの行行動動指指
示示やや命命令令をを期期待待ししてていいるる。。

②②個個人人主主義義・・集集団団主主義義

• ここのの面面ででののベベトトナナムムのの数数字字はは２２００でであありり、、集集団団主主義義がが強強いい社社会会ででああ
るる。。家家族族、、関関係係者者、、仲仲間間ななどどにに強強いい関関係係性性とと責責任任をを持持つつ傾傾向向ががああるる。。
攻攻撃撃はは恥恥ににつつななががりり、、メメンンツツををななくくすすここととににももつつななががるる。。社社員員とと経経営営
者者のの関関係係はは、、家家族族間間ののつつななががりりののよよううにに心心理理的的ななつつななががりりのの中中でで捉捉ええ
らられれ、、採採用用やや昇昇進進はは仲仲間間のの中中ででのの社社員員のの問問題題ととししててととららええらられれるる。。管管
理理はは仲仲間間のの管管理理とといいうう枠枠組組みみでで考考ええるるここととがが重重要要

③③男男性性性性・・女女性性性性

• 女女性性性性のの高高いい社社会会ととはは競競争争よよりりもも生生活活のの質質やや、、他他人人へへのの配配慮慮、、自自分分
のの好好ききななここととををすするるここととをを好好みみ、、仕仕事事よよりり家家庭庭重重視視。。ベベトトナナムムはは女女性性
性性のの社社会会。。職職場場ののママネネジジャャーーがが重重視視すすべべききはは、、ココンンセセンンササススでであありり、、
人人々々はは質質、、連連帯帯、、労労働働面面ににおおけけるる質質にに重重ききをを置置くく。。衝衝突突はは妥妥協協ややネネゴゴ
シシエエーーシショョンンでで解解決決すするる。。自自由由時時間間、、柔柔軟軟性性をを重重視視すするるここととがが好好ままれれ
るる。。幸幸せせかかどどううかかががポポイインントトででああるる。。

＜＜上上田田ププロロジジェェククトトにによよるるアアンンケケーートト調調査査ででのの回回答答＞＞

①①権権力力格格差差
・・「「特特にに仕仕事事ににつついいててはは、、指指示示待待ちち・・いいわわれれたたここととののみみすするる姿姿勢勢がが強強
くく残残っってておおりり、、自自らら考考ええてて仕仕事事をを創創造造すするる発発想想・・能能力力がが欠欠けけてておおりり、、モモ
チチベベーーシショョンンアアッッププにに繫繫ががるる方方策策がが見見つつかかららなないい」」。。（（ソソフフトトウウエエアア会会
社社））

②②個個人人主主義義・・集集団団主主義義
・・「「仕仕事事時時間間外外はは、、ススタタッッフフにに仕仕事事関関係係のの連連絡絡ををししなないい。。（（ベベトトナナムムのの家家
族族をを大大切切ににすするる習習慣慣をを大大事事ににししてていいるる））」」（（ススポポーーツツススククーールル））
・・「「ミミススををししててもも人人前前でで怒怒ららなないい。。（（ベベトトナナムム人人はは異異常常ににププラライイドドがが高高くく、、
ここれれももここのの国国のの文文化化ととししてて大大切切ににししてておおりりまますす。。））」」（（ススポポーーツツススククーー
ルル））

③③男男性性性性・・女女性性性性
・・「「日日本本ののよよううなな時時間間厳厳守守にに厳厳ししすすぎぎるる文文化化ををななくくすす。。（（ああるる程程度度のの常常識識
はは保保っったた上上でで、、自自由由度度をを与与ええてていいるる））」」（（ススポポーーツツススククーールル））



６６次次元元モモデデルルにによよるる文文化化特特性性ととププロロジジェェククトト調調査査結結果果にによよるる比比較較分分析析――日日本本ととベベトトナナムムのの比比較較（（そそのの２２））
＜＜66次次元元モモデデルルのの見見解解＞＞

④④不不確確実実性性のの回回避避志志向向
・・ベベトトナナムムのの3300はは低低くく（（日日本本はは9900でで非非常常にに高高いい））、、将将来来
のの不不確確実実性性をを避避けけよよううととすするる傾傾向向はは低低いい。。ししたたががっってて普普
段段のの人人々々のの態態度度ははリリララッッククスス・・モモーードドでであありり、、原原理理・・原原
則則よよりりもも実実践践にに重重ききをを置置きき、、規規範範ななどどかかららのの乖乖離離ににつついい
ててはは許許容容範範囲囲ががあありり、、我我慢慢ででききるる。。必必要要以以上上ののルルーールルはは
不不要要でであありり、、そそううししたたルルーールルががああいいままいいでで機機能能ししなないいなな
ららばば、、変変ええるるかかルルーールルをを廃廃棄棄すすべべききででああるるとと信信じじてていいるる。。
行行動動計計画画予予定定ににつついいててはは柔柔軟軟でであありり、、ハハーードドワワーーククはは必必
要要ががああれればばすするるがが、、そそののここととだだけけののたためめににははししなないい。。正正
確確ささやや時時間間厳厳守守はは自自然然ににはは生生ままれれずず、、イイノノベベーーシショョンンもも
脅脅威威ととししてて受受けけととららなないい。。

⑤⑤長長期期志志向向・・短短期期志志向向
ベベトトナナムムはは5577でであありり、、短短期期的的志志向向がが強強いい。。

実実用用性性重重視視のの文文化化ががあありり、、彼彼ららはは状状況況にによよりり容容易易にに変変わわ
るる能能力力をを持持ちち伝伝統統にに対対ししててもも適適応応ででききるるしし、、貯貯蓄蓄、、投投資資
性性向向、、倹倹約約精精神神がが高高くく、、目目標標達達成成ののたためめ忍忍耐耐心心もも高高いい。。

＜＜上上田田ププロロジジェェククトトにによよるるアアンンケケ――トト調調査査ででのの回回答答＞＞

④④不不確確実実性性のの回回避避志志向向
・・「「様様々々なな分分野野ににおおいいてて、、良良いい意意味味ででルルーールルをを全全てて守守ららなないい

こことと。。（（悪悪いい事事ををすするるととかかででははななくく、、臨臨機機応応変変にに対対応応ししてて行行動動
ししなないいとと、、契契約約書書ににここうう記記載載さされれててるるかからら、、ルルーールルをを守守れれとと
言言っっててもも全全くく通通用用ししなないい。。そそれれなならら、、ルルーールルをを守守れれとと怒怒っってていい
るる時時間間をを、、違違うう方方法法をを考考ええるる時時間間にに置置きき換換ええるる。。））」」（（ススポポーー
ツツススククーールル））

⑤⑤長長期期志志向向・・短短期期志志向向
・・「「一一定定レレベベルルをを超超ええるるとと全全ててをを放放りり投投げげててししままううののでで、、ああきき
ららめめずずににししつつここくく説説明明すするる事事」」（（自自動動車車部部品品再再生生））。。
「「私私がが特特にに感感じじるるののははベベトトナナムム人人のの多多くくのの人人がが、、今今ののここととししかか
考考ええなないい場場合合がが多多いいよよううにに思思いいまますす。。そそののここととををすするるとと人人ははどど
うう思思ううののかか、、近近いい将将来来どどううななるるののかかをを考考ええなないいととどどんんななここととがが
発発生生すするるかかをを立立ちち止止ままっってて考考ええるるよよううにに指指導導ををししてていいまますす」」
（（ベベトトナナムム進進出出ココンンササルルテティィンンググ））



６６次次元元モモデデルルにによよるる文文化化特特性性ととププロロジジェェククトト調調査査結結果果にによよるる比比較較分分析析
――日日本本ととベベトトナナムムのの比比較較

HHooffsstteeddee にによよるる66次次元元ににおおけけるるママククロロ的的ななベベトトナナムムのの国国民民特特性性ととミミククロロ的的
ななアアンンケケーートト調調査査結結果果ととをを比比較較すするるとと、、

特特にに55つつのの面面でで（（①①権権力力格格差差、、②②集集団団主主義義、、③③女女性性性性、、④④不不確確実実性性のの回回避避
志志向向、、⑤⑤短短期期志志向向））66次次元元モモデデルルとと同同様様のの回回答答結結果果がが得得らられれたたここととがが分分かかるる。。

制制限限ののああるるシシンンププルルななアアンンケケーートト結結果果ででははああるるがが、、ベベトトナナムム人人のの国国民民特特
性性ががビビジジネネススのの分分野野ででももああるる程程度度理理解解ででききよようう。。





調調査査結結果果にに見見るるソソフフトト・・ココンントトロローールル策策
＜＜アアンンケケーートト調調査査回回答答にによよるる異異文文化化リリススククへへのの対対応応内内容容＞＞

①① 報報告告、、連連絡絡、、相相談談ななどどにに関関ししてて、、最最重重要要ななここととはは必必ずずすす
るるよよううにに、、何何度度もも話話ししたた。。

②② 現現地地のの習習慣慣をを優優先先ししたた。。
③③ 異異文文化化のの懸懸隔隔をを埋埋めめるるたためめににはは、、相相手手のの考考ええ方方やや価価値値観観

をを否否定定ははせせずず、、一一方方でで日日本本のの文文化化・・価価値値観観はは事事ああるるごごとと
にに主主張張ししななががらら、、両両社社のの妥妥協協点点をを時時間間ををかかけけてて見見出出すすここ
ととだだとと思思うう。。

④④ 共共通通言言語語のの文文字字やや絵絵にに書書きき出出しし、、一一つつ一一つつ同同じじ認認識識をを
持持っってていいるるここととをを確確認認ししななががらら、、論論理理建建てててて説説明明しし、、スス
タタッッフフにに理理解解をを得得るる。。

⑤⑤ ややりりががいいののああるる仕仕事事環環境境のの構構築築
⑥⑥ 一一定定レレベベルルをを超超ええるるとと全全ててをを放放りり投投げげててししままううののでで、、ああ

ききららめめずずににししつつここくく説説明明すするる事事
⑦⑦ 基基本本的的ににははここのの国国のの文文化化習習慣慣ととししてて納納得得しし受受けけ入入れれるる。。

たただだももしし、、そそれれでではは進進めめなないい場場合合、、自自分分のの考考ええをを伝伝ええ、、
理理解解ししててももららうう。。ししっっかかりり目目的的やや理理由由をを説説明明すすれればば、、トト
ララブブルルににははななららなないい。。

⑧⑧解解決決方方法法はは無無くく、、解解決決ででははななくく相相互互理理解解がが不不可可欠欠だだとと思思うう。。
⑨⑨日日本本企企業業やや日日本本人人がが当当たたりり前前とと考考ええるる仕仕事事のの進進めめ方方はは一一旦旦忘忘
れれ、、ベベトトナナムム企企業業ややベベトトナナムム人人のの仕仕事事のの進進めめ方方をを理理解解しし、、じじっっ
くくりり対対話話すするるこことと以以外外にに解解決決策策ははなないいとと感感じじるる。。特特にに、、日日本本企企
業業でではは、、上上司司がが部部下下のの提提案案やや提提言言をを聞聞きき、、部部下下がが意意見見をを言言いいやや
すすいい職職場場環環境境をを一一般般的的にに風風通通ししががいいいいとといいわわれれるるがが、、ベベトトナナムム
企企業業でではは上上司司がが絶絶対対でで、、部部下下がが自自らら自自発発的的にに提提案案やや提提言言ををすするる
ここととははほほぼぼなないいとと感感じじるる。。
⑩⑩結結論論かからら言言ううとと、、自自分分自自身身のの考考ええ方方をを、、日日本本のの常常識識はは取取っっ払払
いい、、そそのの国国にに寄寄りり添添っったた考考ええ方方にに変変ええたた
⑪⑪文文化化のの違違いいをを認認識識しし自自身身のの企企業業経経営営ととのの接接点点をを見見出出すすよよううにに
努努めめ、、異異文文化化リリススククととととららええなないいよよううににししたた。。
⑫⑫現現地地にに合合っったた規規則則作作成成、、分分かかりり易易いい表表にによよるる説説明明
⑬⑬言言うう事事ははききちちんんとと言言ううがが、、厳厳ししささだだけけでではは伝伝わわららなないいののでで、、
時時節節ごごととのの贈贈りり物物ののややりり取取りりやや一一緒緒にに食食事事すするるななどど硬硬軟軟織織りり交交
ぜぜるるよようう心心掛掛けけてていいるる。。
⑭⑭日日本本人人ががベベトトナナムムのの文文化化やや習習慣慣のの違違いいをを理理解解すするるこことと、、事事実実
をを自自分分のの目目でで見見てて確確認認しし、、最最適適なな方方策策をを実実施施すするるこことと、、リリススクク
をを考考慮慮ししたた計計画画ににししてておおくくこことと
⑮⑮ベベトトナナムム人人ととののココミミュュニニケケーーシショョンンをを多多くくすするるよよううにに心心ががけけ
てていいるる。。ままたた、、信信頼頼がが置置けけるるロローーカカルル社社員員かからら本本音音トトーーククのの内内
容容をを聴聴取取ししてていいるる。。



66次次元元モモデデルルととアアンンケケーートト調調査査結結果果をを踏踏ままええたた
異異文文化化経経営営リリススククママネネジジメメンントトのの方方向向性性--ベベトトナナムムをを中中心心にに（（そそのの１１））

＜＜日日本本ととベベトトナナムムととのの文文化化的的側側面面のの比比較較でで最最もも日日本本ととのの差差がが大大ききいいののがが、、「「不不確確実実性性のの回回避避心心のの高高低低」」、、「「男男
性性的的文文化化かか女女性性的的文文化化かか」」、、「「短短期期志志向向かか長長期期志志向向かか｝｝とといいうう３３つつのの文文化化指指標標ででああるる。。＞＞
１１））「「不不確確実実性性のの回回避避心心がが非非常常にに低低いい」」ベベトトナナムム社社員員ととのの関関係係ににおおいいててはは、、ママネネジジメメンントトのの方方向向性性ととししてて、、規規

則則ややルルーールルをを押押しし付付けけるる（（ハハーードド・・ココンントトロローールル優優先先））ののででははななくく、、自自由由ななアアイイデディィアアがが出出ややすすいい柔柔軟軟なな対対応応
（（ソソフフトト・・ココンントトロローー))をを優優先先ささせせななけけれればばななららなないい。。ここのの点点ははベベトトナナムム進進出出日日系系企企業業対対象象ののアアンンケケーートト調調査査結結
果果ででもも指指摘摘さされれてていいるる。。自自由由ななアアイイデディィアアはは企企業業経経営営ににととりり柔柔軟軟なな思思考考をを育育みみ、、新新商商品品開開発発ななどどにに結結びび付付くく重重
要要ななママイインンドド・・セセッットトでであありり、、ここれれににブブレレーーキキををかかけけるる施施策策やや言言動動はは好好ままししくくなないい。。

たただだ柔柔軟軟なな対対応応がが重重要要ととははいいええ、、企企業業ととししててのの目目標標やや理理念念ななどどにに関関わわるる重重要要要要素素ののおお互互いいのの相相互互理理解解、、信信頼頼
ががああっったた上上ででのの柔柔軟軟なな対対応応ででああるる。。経経営営者者ははガガババナナンンススとと柔柔軟軟対対応応ととのの優優先先順順位位をを間間違違ええててははいいけけなないい。。
２２））「「女女性性的的文文化化がが強強いい」」

ベベトトナナムムはは女女性性的的文文化化がが日日本本にに比比べべ非非常常にに高高いい。。ここのの文文化化のの下下でではは、、仕仕事事よよりりもも家家庭庭重重視視、、職職場場のの労労働働環環境境
重重視視、、生生活活のの質質重重視視のの傾傾向向ががみみらられれるる。。ししたたががっってて、、ママネネジジメメンントトのの方方向向性性ととししててはは福福利利厚厚生生面面、、食食事事面面、、家家
族族へへのの配配慮慮ななどど、、業業績績やや数数字字以以外外のの面面ににもも配配慮慮すするるここととがが重重要要ででああるる。。ここのの点点ももアアンンケケーートト調調査査結結果果でで指指摘摘ささ
れれてていいるる
事事例例：：22001199年年1100月月にに訪訪問問ししたたベベトトナナムム、、ダダナナンンににああるるベベトトナナムム系系中中堅堅IITT企企業業RR社社ははききれれいいでで、、清清潔潔ななオオフフィィスス

でで、、業業務務中中ににララジジオオ体体操操のの音音楽楽をを流流すすととととももにに、、オオフフィィススにに卓卓球球台台、、パパタターーママッットト、、ササンンドドババッッククななどどのの設設備備
をを配配置置ししてていいたた。。ここれれはは社社員員がが最最大大のの財財産産とといいうう同同社社のの考考ええのの表表れれでであありり、、かかつつスストトレレスス・・ママネネジジメメンントトのの一一
環環ででももああるる。。筆筆者者はは日日本本企企業業ででここううししたた設設備備をを配配ししたた企企業業をを見見たたここととががなないい。。
ささららにに同同社社はは人人材材がが第第一一、、家家族族第第一一とといいうう考考ええでで、、残残業業ををささせせなないい、、休休暇暇をを取取ららせせるる、、家家族族ににもも誕誕生生日日ププレレゼゼ

ンントトをを贈贈るる、、女女性性のの日日をを年年にに22回回設設定定ししてていいるるななどどのの配配慮慮ををししてていいるる。。



66次次元元モモデデルルととアアンンケケーートト調調査査結結果果をを踏踏ままええたた

異異文文化化経経営営リリススククママネネジジメメンントトのの方方向向性性--ベベトトナナムムをを中中心心にに
（（そそのの２２））

３３））短短期期志志向向がが強強いい

ベベトトナナムム社社員員のの持持つつここううししてて短短期期的的視視点点をを重重視視すするる特特性性をを踏踏ままええたた経経営営幹幹部部のの対対応応がが重重要要
ででああるる。。ここのの点点もも記記述述ののアアンンケケーートト調調査査結結果果でで指指摘摘さされれてていいるる

たたととええばばベベトトナナムム人人社社員員はは目目先先のの経経済済的的なな年年収収にに特特にに関関心心がが高高いいとと思思わわれれるるののでで、、会会社社のの
成成長長ととととももにに年年収収もも向向上上ささせせるる計計画画のの概概要要ななどどににつついいてて情情報報共共有有すするるここととななどどがが双双方方ののココ
ミミュュニニケケーーシショョンンににつつななががるるとといいええるる。。

RR社社のの離離職職率率はは1188％％でであありり、、IITT業業界界全全般般のの2255～～3300％％とと比比べべ、、低低いい割割合合でであありり、、人人材材がが最最重重
要要ととすするる同同社社ははここううししたたベベトトナナムム人人のの特特性性をを踏踏ままええたた対対応応ををししてていいるる表表れれででああるる。。

ソソフフトト・・ココンントトロローールルにによよるるリリススククママネネジジメメンントトのの有有効効性性ががああるる程程度度確確
認認ででききたたののででははなないいだだろろううかか


